
Forte VI 芯納まり

支柱と竪枠の一体構造で、シンプルな意匠とスマート施工を実現。
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ガラスのかかり代を考慮した安心設計
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支柱と竪枠の一体構造
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カラーバリエーション
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ツヤ消しシルバー
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ステンカラー

KC
ツヤ消しブラック

支柱＋竪枠（従来品） 一体型支柱
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注 意

65-15 26.01（Y）

011-624-5080 011-633-7088

北信越 0765-55-1208 0765-55-1206

+62-21-897-1177
インドネシア　PT.NIPPON CARBIDE INDUSTRIES INDONESIA

ビニフレームのWEBサイト
製品情報・施工事例・カタログ・CADデータなどの
各種情報を閲覧できます。

［ガラスタイプ］ DETAIL　S=1/8

Forte VI 芯納まり

インセットタイプ

ガラスタイプ

●上記製作範囲は参考値であり､強度区分および納まりにより
　異なります。
●実際の工事では躯体条件や設計安全率の設定により、W寸法が
　小さくなりますのでご注意ください。
●詳細については､もよりの営業所までお問い合わせください。

注　意

セッティングブロック支柱

ガラス
横ケンドン

❶ガラスを内側から横ケンドンで支柱の
　ガラス溝に入れる。

押縁

シーリング
バックアップ材

下胴縁

ガラス取付手順（中間部）

❷ガラスを持ち上げて
　セッティングブロックを置く。

❸ガラスをセッティングブロックに
　乗せる。

❹下胴縁に押縁をかん合させる。
❺四方のガラス溝（内部側）にバックアップ材を
　敷き詰め、シーリング処理を施す。

※製品改良のため、予告なしに仕様の変更を行うことがありますのでご了承ください。
※このカタログ中の画像は写真またはCGを使用しています。
※このカタログ中の製品色は印刷の特性上、実際とは多少異なる場合がありますので
ご了承ください。

製品を正しく安全にお使い・施工していただくために、下記の点をお守りください。

●「設計手引書」をよくお読みの上、正しく施工してください。
●ご使用の前に「墜落防止手すりユニット ご使用の手引き」をよくお読みください。
●「墜落防止手すりユニット ご使用の手引き」は施工後、引渡し時にお施主様に必ずお渡しください。

下胴縁 押縁

ガラスの取付けは安全性を確保するために必ず正しい手順に従って施工してください。
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［手すり］ ［支柱］ ［ガラスバリエーション］

●合わせガラス
　FL3+FL3
　FL4+FL4
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